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西根中 男子初の優勝に輝く
女子４位入賞果たす（関連２～３㌻）

平昌オリンピック日本代表
永井秀昭・小林潤志郎・小林陵侑
母校・市役所訪問　平昌応援に感謝の気持ち伝える（関連４～５㌻）

第72回盛岡市内一周継走



1走1走

み
た
い
」と
小
原
監
督
。里
舘
陸
主

将
は「
県
駅
伝
で
も
優
勝
し
て
全

国
大
会
へ
」と
意
気
込
み
を
示
し

ま
し
た
。

今
大
会
、男
子
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

男
子
の
優
勝
に
勢
い
を
つ
け
た
の

は
女
子
。開
会
式
終
了
後
に
始
ま

っ
た
レ
ー
ス
で
４
位
入
賞
を
果
た

し
、男
子
の
ス
タ
ー
ト
前
に
吉
報

を
届
け
ま
し
た
。

　

男
子
同
様
、ペ
ー
ス
走
を
中
心

に
苦
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
、

忍
耐
力
を
強
化
。伊
藤
凜
主
将
は

「
学
年
が
違
っ
て
も
仲
が
良
く
、つ

ら
い
練
習
の
と
き
で
も
笑
顔
が
絶

え
な
い
明
る
い
チ
ー
ム
」と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
の
ぞ
か
せ
ま

す
。好

成
績
の
影
に
は
、選
手
に
選

ば
れ
な
く
て
も
毎
朝
一
緒

に
練
習
し
た
仲
間
や
、雨
の
中
で

も
選
手
を
励
ま
し
、声
援
を
送
っ

た
生
徒
の
存
在
も
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。ま
さ
し
く
西
中
全

校
で
勝
ち
取
っ
た
成
果
で
す
。

　

男
女
と
も
次
に
控
え
る
大
会

は
、秋
の
地
区
駅
伝
と
県
駅
伝
。す

で
に
彼
ら
彼
女
ら
は
前
を
向
き
、

全
国
大
会
出
場
へ
向
け
て
歩ほ

を
進

め
て
い
ま
す
。

12
345

8
9

盛岡市内一周継走たすきと絆をつなぐ

❶２年❷サッカー❸春休みの練習からメキメキと力を
付けてきた選手。練習を重ね、ますます良いタイムを
出してほしい。❹一緒に練習してきた先輩や仲間と優
勝を分かち合えたのがうれしい。自己ベストを出せる
ように頑張っていきたい。

小野寺琉生（おのでら・るい）
❶２年❷バスケットボール❸少しずつ力を付けてきて
いる。負けず嫌いを生かし、さらなるレベルアップを
期待。❹出場はできなかったが、走る選手をしっかり
サポートすることができた。次の大会では出場できる
ように頑張りたい。

田代稀里（たしろ・きり）

❶２年❷ソフトテニス❸真面目に練習に取り組み、２
年生で唯一大会に出場した選手。❹「４走に３位以内で
渡す」と強い気持ちで走ることができたが、自己タイム
より20秒ほど遅れてしまったのが悔しい。県駅伝では
恩返しするつもりで勝利に貢献したい。

工藤信太朗（くどう・しんたろう）
❶３年❷剣道❸つらい練習でも仲間に明るく声を掛
け、チームの雰囲気を盛り上げるムードメーカー。❹
初めて大きな大会に選手として出場し、緊張で不安な
気持ちもあったが、仲間が３位でたすきをつないでく
れ、いい走りで答えることができた。

澤尻月護（さわじり・つくご）

❶２年❷バスケットボール❸怪我がなければ、５人の
メンバーに入るだけのタイムを持っている選手。❹走
った選手だけでなく、応援も含めみんなで勝ち取った
優勝。県駅伝大会でも優勝できるように、もっと厳し
い練習にも耐え、自己記録を更新したい。

遠藤樹（えんどう・いつき）
❶３年❷バレーボール❸黙々と練習に取り組み、常に
安定した走り - を積み重ね、着々とレベルアップした
選手。頼りになる存在。❹アップの時に補助し、支え
てくれた對

つ し ま

馬暉
き い ち ろ う

一郎君に感謝したい。県駅伝で優勝し、
全国大会に出場する。

伊藤悠大（いとう・ゆうだい）

❶３年❷サッカー❸２年生の地区・県駅伝で正選手と
なり、場数を踏んで力を付ける。経験を生かし、攻め
の姿勢でチームをリード。❹主将としてチームが優勝
できてうれしい。県駅伝大会でも優勝して全国大会に
出場したい。

里舘陸（さとだて・りく）
❶３年❷サッカー❸負けず嫌いでコツコツ練習に取り
組み、大会では見事１走の役割を果たす。❹大会前日
はすごく緊張したが、スタート後は自分の走りをして、
２走にたすきをつなげられてよかった。県駅伝でもし
っかり自分の走りをしたい。

渡辺太河（わたなべ・たいが）

❶２年❷バスケットボール❸明るい性格で、苦しい練
習も仲間を励ましながら乗り越えた。❹サポート役だ
ったが、このチームに関わることができて本当によか
った。苦しい時こそ声を出し、チームのみんなに負け
ないぐらいに力を付け、大会で走りたい。

田村京珠（たむら・みやび）
❶２年❷バスケットボール❸練習にひたむきに取り組
む姿勢がよく、バスケで培った体力が持ち味。❹選手
として走ることはできなかったが、最後まで選手のサ
ポートをしっかりすることができた。県駅伝男女優勝
を目指し、練習していきたい。

伊藤永恋（いとう・えれん）

❶３年❷ソフトテニス❸おとなしい性格ながらも、同
じ３年生の伊藤凛さんと共にチームを支える。❹良い
順位でたすきを受けたので、順位を落とさないように
頑張った。ペース配分をしっかり考え、去年より40 秒
ほど記録が更新できてよかった。

上平香凜（かみたいら・かりん）
❶２年❷バスケットボール❸常に明るく、前向きに練
習に取り組む努力家。❹西中の代表として初めての出
場だったが、目標とするタイムを達成することができ
なかった。最後のダッシュができるように練習し、県
駅伝では男子と一緒に優勝を喜びたい。

戸津天寧（とつ・あまね）

❶２年❷バレーボール❸真面目にコツコツと練習に取
り組む頑張りやさん。❹選手として出場できなかった
が、選手に届くように応援し、サポートすることがで
きた。今度は選手として出場し、さらに上の成績を残
せるように頑張っていきたい。

遠藤怜美（えんどう・れみ）
❶２年❷ソフトテニス❸明るく一生懸命。けがで十分
な練習ができない時もあったが、本番に向けて見事調
整。❹もっとペースを考えて走ればよかった。次もメ
ンバーに選ばれ、今大会の４位を超えられるように練
習していきたい。

長山未夢（ながやま・みゆ）

❶３年❷バスケットボール❸スピードを生かした走り
が持ち味。チームの柱。❹雨が降る悪天候の中、自己
ベストを出すことができてよかった。まだまだ上を目
指し、個人としては県で５位、チームとしては３位以
内は達成したい。

伊藤凜（いとう・りん）
【選手紹介】
❶学年
❷部活
❸監督からみた選手の特徴など
❹本人から大会の感想・今後の抱負など
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5走
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走

4走

男子 【１走】渡辺太河 【２走】里舘陸 【３走】工藤信太朗 【４走】澤尻月護 【５走】伊藤悠大
01：04：16（１位） 00：12：47（19位） 00：25：39（9位） 00：38：48（３位） 00：51：43（１位） 01：04：16（１位）
各区間 3.8㌔ 00：12：47（19位） 00：12：52（４位） 00：13：09（７位） 00：12：55（１位） 00：12：33（１位）

西根中 男子優勝・女子４位

４
月
15
日
、
雨
の
降
り
し
き

る
盛
岡
市
の
県
営
運
動
公

園
競
技
場
で
歓
喜
の
輪
を
広
げ
、

喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
の
は
西
根
中

（
以
下「
西
中
」）男
子
駅
伝
の
メ
ン

バ
ー
。
今
年
で
７2
回
目
の
開
催
と

な
る
盛
岡
市
内
一
周
継
走
大
会
で

初
優
勝
。
出
場
１
１
７
校
の
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。

　
西
中
男
子
は
昨
年
、
同
大
会
で

準
優
勝
。
昨
年
出
場
し
た
メ
ン
バ

ー
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
先
輩
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ

て
き
た「
ひ
た
む
き
に
練
習
に
向

か
う
姿
勢
」を
引
き
継
ぎ
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

小
原
典
子
監
督
は「
選
手
た
ち

は
本
番
で
、
練
習
ど
お
り
自
分
の

ペ
ー
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
走
っ
て

く
れ
ま
し
た
」
と
喜
び
を
か
み
し

め
ま
す
。
陸
上
部
と
し
て
活
動
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
普
段
は

そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
が
メ
イ
ン
。
毎

朝
２
、３
㌔
の
ペ
ー
ス
走
を
重
ね
、

安
定
感
の
あ
る
走
り
と
ペ
ー
ス
感

覚
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
「
凡
事
徹

底
（
当
た
り
前
の
こ
と
を
徹
底
的

に
行
う
こ
と
）を
大
切
に
、一
人
一

人
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
県
中
学
校

駅
伝
大
会（
以
下「
県
駅
伝
」）に
臨

12ゴール直後、歓喜の輪ができ、カメラに笑顔を向け
る男子メンバー５人　345順に、２走上平、３走戸津、
４走長山の３人。１走主将伊藤の勢いそのままに着々と
順位を上げる　6ゴールテープを切る直前の５走伊藤。
初優勝の瞬間　78選手の追い風となった全校応援　
9チームをまとめ、みんなを引っ張った２走主将里舘の
力走［大会写真は西根中より提供］

6

72nd Morioka City Around Relay Race Tournament

7

女子 【１走】伊藤凜 【２走】上平香凜 【３走】戸津天寧 【４走】長山未夢 【走順】氏名
01：00：01（４位） 00：14：20（７位） 00：28：57（５位） 00：44：03（３位） 01：00：01（４位） 総合記録（順位）
各区間 3.8㌔ 00：14：20（７位） 00：14：37（５位） 00：15：06（４位） 00：15：58（18位） 区間記録（順位） 0203 No.27６ ◎2018．６．1４



本
市
出
身
で
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
代
表
と
し
て
ジ
ャ
ン
プ
に

出
場
し
た
小
林
潤
志
郎・陵
侑
選
手
と
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
に
出
場
し
た
永
井

秀
昭
選
手
は
４
月
28
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
大
会
の
報
告
と
応
援
へ
の
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

　

田
村
正
彦
市
長
は「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

選
手
に
立
ち
向
か
う
姿
に
感
動
し
た
。

次
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
３
選
手
の
今
後

の
活
躍
を
祈
念
し
、
市
か
ら
の
報
奨
金

50
万
円
の
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
３
選
手
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
W
杯
の

大
会
の
様
子
や
４
年
後
に
控
え
る
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。オ

リ
ン
ピ
ア
ン
の
３
選
手
は
そ
の

後
も
、
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

や
母
校
の
報
告
会
へ
参
加
し
、
支
援
へ

の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
松
尾
中
を
訪
問
し
た
小
林
潤
志
郎
・

陵
侑
選
手
は
、
手
作
り
の
ア
ー
チ
で
盛

大
に
迎
え
ら
れ
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
記
念

撮
影
に
応
じ
交
流
し
ま
し
た
。
潤
志
郎

選
手
は「
ス
ポ
ー
ツ
で
も
勉
強
で
も
何

か
目
標
を
持
っ
て
励
ん
で
ほ
し
い
」と

生
徒
を
激
励
。
生
徒
会
長
の
立
柳
萌め

い依

さ
ん
は「
私
た
ち
も
夢
に
向
か
っ
て
、ビ

ッ
グ
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
き
た
い
」と
誓

い
、両
選
手
の
活
躍
を
た
た
え
ま
し
た
。

潤
志
郎
◆　
来
シ
ー
ズ
ン
は
規
定
が
変
わ

り
、体
重
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、自
分
の
体
を
う
ま
く
使
い
こ
な
せ

る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
き
た
い

で
す
。今
シ
ー
ズ
ン
W
杯
で
は
T
O
P
10

を
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、来
シ
ー
ズ
ン

は
T
O
P
10
入
り
を
達
成
で
き
る
よ
う
、

表
彰
台
に
上
る
回
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
で
す
。

陵
侑
◎　
ア
プ
ロ
ー
チ
と
空
中
姿
勢
を
見

直
し
て
い
き
た
い
で
す
。見
直
し
が
ど
う

出
る
か
分
か
ら
な
い
が
、ま
ず
は
W
杯
１

勝
を
狙
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
市
民
に
向
け
て
一
言
お
願
い
し
ま

す
。

秀
昭
●　
地
元
の
温
か
い
応
援
が
力
に
な

り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

潤
志
郎
◆　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

で
盛
り
上
が
っ
た
と
聞
い
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。

陵
侑
◎　
現
地
ま
で
応
援
に
駆
け
付
け
て

声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、力
に
な
り
ま

し
た
。

―
―
4
年
後
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
、改
め
て
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

秀
昭
●　
１
年
１
年
が
勝
負
。上
を
目
指

し
て
毎
年
取
り
組
み
、４
年
後
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
見
え
る
の
で
あ
れ
ば
、挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

潤
志
郎
◆　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ

ダ
ル
を
取
り
た
い
で
す
。若
手
が
育
た
な

け
れ
ば
、日
本
が
強
く
な
ら
な
い
の
で
、自

分
た
ち
兄
弟
が
若
手
の
目
標
と
な
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

陵
侑
◎　
４
年
後
に
は
メ
ダ
ル
を
持
っ
て

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

小
林
潤
志
郎

Junshiro　
Kobayashi

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
所
属

小
林
陵
侑

Ryoyu　
Kobayashi

土
屋
ホ
ー
ム
所
属

1

2
3

456
78

9

未来ある子どもたちへ　経験を伝え　種をまく
そして　自身も力と勇気を得て　さらなる高みへ　気持ち新たに

平昌オリンピック日本代表

永井秀昭 小林潤志郎 小林陵侑
Ski JumpingNordic　Combined Ski Jumping

1アーチで見送り（５月２日、松尾中）　2平昌で掲げら
れた生徒手作りの横断幕と記念撮影（同）　3小林潤志
郎・陵侑選手からサイン色紙の贈呈（５月２日、柏台小）　
4笑顔で交流（同）　5後ろの写真は小学生当時の…（５
月11日、田山小）　6拍手で見送り（同）　7全校で記念
撮影（５月10日、安代中）　8市役所を表敬訪問し、目録
を受贈（４月28日、市役所）9岩手山をバックに（同）

―
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
今
シ
ー
ズ
ン
を
振

り
返
っ
て
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

永
井
秀
昭
選
手（
以
下「
秀
昭
●
」）　
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
調
子
が
上
が
ら
ず
、苦
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
き
た
が
、周
り
の
人

の
支
え
や
皆
さ
ん
の
声
援
で
今
シ
ー
ズ
ン

の
ベ
ス
ト
リ
ザ
ル
ト
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。目
標
と
す
る
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ず
、残
念
な
気
持
ち
は
あ

る
が
、改
め
て
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
ら

れ
て
、あ
の
舞
台
に
立
て
た
こ
と
は
誇
り

に
思
い
ま
す
。

小
林
潤
志
郎
選
手（
以
下「
潤
志
郎
◆
」）　

夏
の
国
際
大
会（
G
P
）で
２
勝
を
挙
げ
て

W
杯
で
戦
う
準
備
が
で
き
て
い
ま
し
た

が
、ま
さ
か
W
杯
第
1
戦
で
優
勝
で
き
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル

を
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
臨

み
ま
し
た
が
、自
分
自
身
納
得
も
い
か
ず

悔
し
い
思
い
を
し
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

小
林
陵
侑
選
手（
以
下「
陵
侑
◎
」）　
夏
に

前
の
シ
ー
ズ
ン
の
悔
し
い
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。大
会
前
か

ら
調
子
が
よ
く
、自
分
の
持
っ
て
い
る
以

上
の
力
を
出
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
課
題
と
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

秀
昭
●　
競
技
人
生
を
続
け
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
う
ま
く
な
れ
る
要

素
が
残
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。今

シ
ー
ズ
ン
は
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に

ジ
ャ
ン
プ
の
調
子
が
悪
く
、そ
こ
で
慌
て

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、調

子
が
悪
い
時
で
も
、浮
き
沈
み
が
抑
え
ら

れ
る
よ
う
平
均
値
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

永
井
秀
昭

Hideaki　
Nagai

岐
阜
日
野
自
動
車
所
属

Interview

北京へ

から
八幡平
平昌
経由
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春の叙勲・褒章 受章おめでとうございます

藍綬褒章（統計調査功績）

松浦 善
ぜんきち

吉 さん

元農林業センサス調査員

＝堀切＝　80歳
　松浦善吉さんは、農業の傍
ら昭和41年から県農林業統
計調査に、昭和45年から国勢
調査、農林業センサスに従事。
平成18年から市統計調査員
協議会長を務め、豊富な農業
の知識と経験を生かし、統計
調査に尽力されました。
　松浦さんは「長く続けられ
たのは、家族や協議会の委員、
市民の協力のおかげです」と、
受章を喜びました。

藍綬褒章（統計調査功績）

阿部 佐
さ き お

喜雄 さん

元国勢調査員

＝荒屋新町＝　７9歳
　阿部佐喜雄さんは、昭和39
年から県農林業統計調査に、
昭和40年から国勢調査、農林
業センサスに従事。調査の対
象である市民と信頼関係を築
きながら、統計調査の業務に
尽力されました。
　阿部さんは「国のために尽
くすことができた。受章と聞
いて、今までの苦労が吹き飛
ぶようで、感無量です」と、喜
びをかみしめていました。

瑞宝単光章（消防功労）

畑 支
ささえ

 さん

元市消防団分団長

＝畑＝　７2歳
　畑支さんは、昭和43年４月に
旧松尾村消防団へ入団。平成15
年４月から第24分団（町村合併
前は第４分団）の分団長を務
め、平成21年８月の退団までの
約41年間、消防活動に尽力され
ました。
　畑さんは「受章できたのは家
族や地域の協力のおかげ。団員
数が減少する中、今後の世代に
は健康に気を付けて頑張って
ほしい」と、期待を寄せました。

　平成30年春の叙勲・褒章が発表されました。本市からは、叙勲に瑞宝単光章が１人、褒
章では藍綬褒章に２人が選ばれました。受章した皆さんを紹介します。

◎
第
７
回
八
幡
平
市
&
三
陸
中
学

校
交
流
野
球
大
会（
４
月
28~

30

日
、松
尾
総
合
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
）※
各
チ
ー
ム

４
試
合
を
行
い
、勝
ち
点
が
同
じ

場
合
は
得
失
点
差
で
順
位
を
定

め
る

❶
大
船
渡　
４
勝
❷
釜
石　
４
勝

❸
普
代
・
宇
部（
久
慈
市
）合
同　

３
勝
１
敗
❹
山
田　
３
勝
１
敗
❺

松
尾　
２
勝
２
敗
❻
西
根　
１
勝

３
敗
❼
西
根
第
一　
１
勝
３
敗
❽

田
野
畑
・
小
川（
岩
泉
町
）合
同　

１
勝
３
敗
❾
安
代　
１
勝
３
敗
❿

小
本（
岩
泉
町
）　
４
敗

◎
高
円
宮
賜
杯
第
３８
回
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
兼
第
４０
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球

交
流
大
会（
牛
乳
杯
）

◆
市
予
選
大
会（
４
月
28
日
、三
ツ

森
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
１
回
戦

岩
鷲　
７
‒
３　
安
代

田
山　
９
‒
５　
寺
田

▽
代
表
決
定
戦

岩
鷲　
15
‒
３　
松
尾

田
頭　
10
‒
６　
田
山

◆
岩
手
北
予
選
大
会（
５
月
６
日
、

松
尾
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
）

▽
１
回
戦

岩
鷲　
13
‒
３　
田
頭

▽
代
表
決
定
戦

岩
鷲　
８
‒
７　
岩
手（
岩
手
町
）

※
優
勝
し
た
岩
鷲
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
、
高
円
宮
賜
杯
第
38
回

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
会
県
予
選
に
出
場

◎
第
９
回
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン（
５

月
13
日
、
安
代
総
合
支
所
周
辺
）※

優
勝
者
の
み
掲
載

【
男
子
】▼
２
㌔
▽
小
学
１
年　
安

保
海か

い
せ
い星（

柏
台
）▽
小
学
２
年　
和

井
内
海か

ざ
と聖（

田
山
ス
ポ
少
）▽
小
学

３
年　
髙
橋
皇こ

う
せ
い晴（

松
尾
野
球
ス

ポ
少
）▽
小
学
４
年　
千
葉
蒼そ

ら空

（
安
代
）

▼
３
㌔
▽
小
学
５
年　

澤
口
宝ほ

う

（
大
更
）▽
小
学
６
年　
松
葉
友
吾

（
安
代
ス
ポ
少
陸
上
部
）▽
中
学　

工
藤
信
太
朗（
西
根
）▽
30
歳
未
満　

山
本
雄
太
郎（
J
A
岩
手
県
中
央

会
）▽
40
歳
以
上　
大
澤
高
弘

▼
５
㌔
▽
中
学　
成
田
健
太（
安

代
）▽
30
歳
未
満　
工
藤
大
地
▽
30

歳
以
上　
永
井
陽
一（
市
ス
キ
ー
連

盟
）▽
40
歳
以
上　
澤
口
透

【
女
子
】▼
２
㌔
▽
小
学
１
年　
橋

本
萌め

い（
安
代
）▽
小
学
２
年　
津
志

田
夢む

あ愛（
寄
木
）▽
小
学
３
年　
金

田
一
凛り

ん（
大
更
）▽
小
学
４
年　
髙

橋
こ
こ
ね（
松
尾
野
球
ス
ポ
少
）▽

30
歳
未
満　
山
本
恵
里（
市
陸
協
）

▽
30
歳
以
上　
福
田
久
美
子

◎
第
１２
回
安
代
地
区
卓
球
大
会

（
５
月
20
日
、荒
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）※
個
人
戦
優
勝
者
の

み
掲
載

【
男
子
】▽
中
学
１
年　
北
口
遼は

る

▽

中
学
２
年　
安
保
翔か

け
る

▽
中
学
３
年　

成
田
健
太
▽
一
般　
佐
藤
真
也

【
女
子
】▽
中
学
１
年　
菅
原
ひ
な

た
▽
中
学
２・３
年　
田
鎖
來ら

い
む夢

▽
一
般　
佐
々
木
ル
リ
子

◎
第
１３
回
市
民
春
季
ゴ
ル
フ
大
会

（
５
月
2７
日
、
南
部
富
士
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
）※
競
技
方
法　

ダ

ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式

❶
工
藤
悟
❷
樋
口
和
哉
❸
畠
山
勉

◎
第
７０
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
相
撲
競
技（
６
月
２
日
、県
営

武
道
館
相
撲
場
）

▼
団
体（
リ
ー
グ
戦
）❶
平
舘
高　

２
戦
２
勝

▼
個
人
▽
個
人
選
手
権
決
勝
リ
ー

グ　
❶
長
内
龍
❷
松
浦
和か

ず
あ
き啓

❸
桑

原
英
男
▽
１
０
０
㌔
級
決
勝
リ
ー

グ　
❸
田
村
諄ま

こ
と

▽
１
０
０
㌔
以
上

級
決
勝
リ
ー
グ　
❶
長
内
龍　
❷

上
川
力り

き　
❸
松
浦
和
啓
▽
１
年
生

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　
❷
岩
崎
優

樹

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

▼
３
㌔
▽
小
学
５
年　
小
山
田
凛

花（
安
代
ス
ポ
少
陸
上
部
）▽
小
学

６
年　
佐
藤
茶ち

ゃ
め芽（
田
頭
野
球
ス

ポ
少
）▽
中
学　
伊
藤
凜（
西
根
）

▼
５
㌔
▽
一
般　
森
冬と

き

こ

姫
子（
盛

岡
三
高
）

【
共
通
】▼
２
㌔
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ

ア
親
子　
岡
田
紀の

り
あ
き昭

・
陽は

る
ま将（

田

頭
小
２
年
）▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア

兄
弟
・
姉
妹　
大
澤
英ひ

で
あ
き朗（

西
根

中
）・
迪み

ち
む
ね宗（
杉
の
子
保
育
園
）　

㈱
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
O（
畑
め
い
子
代
表
取

締
役
社
長
）は
５
月
22
日
、
観
光・地
域
経

済
活
性
化
を
支
援
す
る
法
人
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
事
務
所
は
、
市
役
所
西
根

総
合
支
所
３
階
と
な
り
ま
す
。

　
同
法
人
は
、
市
内
観
光
・
商
工
事
業
者

と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、
観
光
客
の
動

向
動
態
調
査
に
基
づ
く
商
品
造
成
や
多
言

語
案
内
に
よ
る
誘
客
な
ど
を
行
い
、
八
幡

平
の
魅
力
や
体
験
を
発
信
し
、
よ
り
一
層

の
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

地
域
が
主
体
で
稼
ぐ 

観
光
産
業
を
目
指
す

　
４
月
に
は
、
事

業
の
方
針
や
進
め

方
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
住
民

説
明
会
や
野
駄
舘

公
園
春
の
お
花
見

会（
関
連
26
㌻
）

を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
と

の
親
交
を
深
め
ま

し
た
。

説明会で今後に期待を寄せる参加者

　
畑
社
長
は「
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

的
な
立
場
で
、
地
域
が
主
体
で
稼
ぐ
観
光

産
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
し
、
地
域

経
済
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
」と
意
欲
を

示
し
ま
し
た
。
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　シルバーリハビリ体操は、リハビリテーション
の専門医が考案した「いつでも、どこでも、ひとり
でも」することができる、健康づくりと介護予防の
ための体操です。
　市は「シルリハ八幡平（※）」と協力し、シルバー
リハビリ体操の普及に取り組んでいます。
※「シルリハ八幡平」とは？
　シルバーリハビリ体操指導者の養成講座を修了
し、指導者と認定された市民の皆さんで構成され

るグループです。現在、18人のメンバーが活動し
ています。

いつまでも自分らしく生活するために
介護予防を始めましょう

　要介護状態にならないためには、日頃から適度な運動をして予防することが大切です。
　今号では、65歳以上の高齢者向けの健康教室や運動教室、シルバーリハビリ体操を紹介します。

温泉や食事をみんなで楽しみながら健康教室
　市内４カ所の温泉施設では、高齢者健康教室を
開催しています。
　教室では、体操、ヨガ、グラウンドゴルフなど
の運動メニューを実施しています。本人の付き添
いの人も参加することができます。
　運動の後は、温泉と食事もご堪能ください。
■参加費　無料（食事代・入浴料は別途必要です）
■開催日　各実施施設に問い合わせください
■開催場所、申し込み、問い合わせ先

■その他　バスの無料送迎を行っています
浮中エヨ子さん（83歳）

＝上関＝

シルリハ八幡平
会長　田村とみ子さん

タオル体操をする高齢者健康教室の参加者（綿帽子温泉館）

　平成30年度シルバーリハビリ体操指導者養成講
座の受講者を募集します。市地域包括支援セン
ターまで申し込みください。
■応募要件　❶常勤の職に就いていない、おおむ
ね60歳以上の市民❷養成講座の全日程に参加でき
る人（送迎バスを運行します）❸認定後、地域で週
１回程度ボランティアで活動できる人
■募集人数　西根地区３人、松尾地区１人、安代
地区６人
■受講費用　無料（ただし、指導者として活動する

際にはボランティア保険料350円がかかります）
■講座日程、場所

■申込期限　７月13日㈮

あなたもシルバーリハビリ体操指導者になりませんか

日　付 時　間 場　所
８月21日㈫

午前10時
から午後
４時まで

二戸地区合同庁舎
（二戸市石切所字荷渡6-3）

８月24日㈮
８月29日㈬
８月31日㈮
9月３日㈪
9月７日㈮

　市は、地域の集会所などに定期的に集まり、シ
ルバーリハビリ体操や交流活動などを通して、健
康づくりや地域づくりを行う「通いの場」の立ち上
げを支援します。
●「通いの場」をつくるには？
　「通いの場」をつくるためには、次の全てを満た
すことが必要です。
❶参加者（おおむね65歳以上の人）を５人以上集め

る。❷会場を確保する。❸週１回以上、自主的に
開催・運営する。❹最低６カ月以上続ける。❺毎
回、シルバーリハビリ体操を実施する。
●市で行う支援内容は次のとおりです
❶「通いの場」の立ち上げや運営の相談に応じま
す。❷シルリハ八幡平から、シルバーリハビリ体
操指導者を無料で派遣します。❸定期的な体力測
定で、体力をチェックします。

シルバーリハビリ体操を行う「通いの場」を立ち上げてみませんか

澤口幸
さちこ
子さん（73歳）
＝松川＝

専門スタッフと一緒に「ココトレ！運動教室」

どこでも気軽にできるシルバーリハビリ体操で介護予防に取り組みましょう

地　区 施設名 電話番号

西　根
岩手山焼走り国際交流村 76－2013
七時雨憩の湯 77－2573

松　尾
岩手山焼走り国際交流村 76-2013
なかやま温泉館 78－3132

安　代 綿帽子温泉館 72－6811

参加者の声
　健康教室に来ると心も体も
元気になります。参加するよ
うになってから、周りの人に
「明るくなったね」「若いね」と
声を掛けられるのがとてもう
れしいですね。

　思い通りに体が動かず落
ち込んでいましたが、教室に
通うようになって力がつき、
自宅の台所に長く立つこと
ができるようになったこと
が一番嬉しかったです。

1運動器具を使ったパワーリハビリ（デイサービスあさひ）
2リハビリテーション専門スタッフ指導の下、柔軟性の測定
をして体の状態を確認（介護老人保健施設あしろ苑）

　市は、専門スタッフの指導の下で運動することが
できるリハビリ強化型運動教室（ココトレ！運動教
室）を開催します。
　応募者の中から審査の上、参加者を決定します。
市地域包括支援センターまで申し込みください。
■応募要件　❶介護認定を受けていない人❷「元
気に歩けるようになりたい」などの目標を持って
いる人❸運動をしたいけれど、どんな運動をした
らいいのか分からない人❹取り組んでいる運動の
効果が感じられない人
■申込期限　７月13日㈮
■開催日時、開催場所
地　区 開催日 時間 開催場所（住所）

西　根
松　尾

9月12日から
12月19日まで
の毎週水曜日
（全15回）

午後２時
から３時
半まで

デイサービス　あさひ
（松尾寄木1-135-2）

安　代
８月23日から
11月29日まで
の毎週木曜日
（全15回）

午後１時
半から３
時まで

介護老人保健施設
あしろ苑
（川原129）

　自分の体は自分で守
ることが大切です。地
域のみんなで楽しくシ
ルバーリハビリ体操を
して、元気な体を手に
入れましょう！

リハビリ強化型運動教室、シルバーリハビリ体操のお問い合わせは下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　市地域包括支援センター（健康福祉課内）☎ ７4-2111（内線・1094）

1 2

参加者の声

シルバーリハビリ体操の例を紹介します　 【肩こり予防～肩と腕の運動～】

１

両手を組んで背筋
を伸ばします。

２ ３

両腕を頭上に上げ、
十分に伸ばします。

肘を後ろへ引き、胸
を張ります。

会長から一言

私たちと一緒にシルバーリハビリ体操をしましょう

ゆっくりと気持ちよく行いましょう。
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平成31年度採用予定の市職員採用試験を行います

　市は、平成31年度採用予定の市職員採用試験を
行います。職種、採用予定人数、受験資格は下表
のとおりです。
■試験日　９月16日㈰
■試験会場　岩手大学教育学部棟
■申し込み方法　受験申込書に必要事項を記入の

上、持参または郵送（必着）で提出してください。
受験案内や受験申込書は、市ホームページからダ
ウンロードしていただくか、総務課と西根・安代
両総合支所に備え付けてあります。
■申込期間　６月14日㈭から８月９日㈭まで　
■問い合わせ先　総務課（☎・内線1231）

【
国
民
健
康
保
険
税
と
は
】

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度

で
、
加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
が
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
発
送
】

　
国
保
は
、
加
入
者
一
人
一
人
が
被
保
険

者
で
す
が
、
国
保
税
は
世
帯
ご
と
に
算
定

し
ま
す（
下
表
参
照
）。
納
税
通
知
書
は
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
世
帯
の
世
帯

主
宛
て
に
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　
国
保
税
は
、
国
保
資
格
の
異
動
届
け
出

に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
社
会

保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
に
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。
就
職
や
退
職
で
自
動
的
に
切
り
替
わ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
市
民
課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　
国
保
税
は
、
前
年
の
所
得
を
基
に
計
算

す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど
が
済
ん
で
い

な
い
と
、
正
し
い
算
定
が
で
き
な
い
場
合

や
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
世
帯

主
と
加
入
者
全
員（
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
世
帯
主
の
方
も
含
み
ま
す
）の
申
告

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

職種 採用予定人数 受験資格

初級事務 若干名 高校卒業以上（平成31年３月末までに卒業見込みの人を含む）で、平成３年４月２
日（大学院を卒業または卒業見込みの人は、昭和62年４月２日）以降に生まれた人

初級事務
（身体障がい
者対象）

１人

高校卒業以上（平成31年３月末までに卒業見込みの人を含む）で、昭和59年４月２
日以降に生まれ、次の全ての要件を満たす人
▶自力通勤ができ、介護者なしに一般事務職の職務遂行が可能な人
▶身体障害者手帳の交付を受けている人
▶活字印刷文による教養試験や口頭面接試験に対応可能な人

保育士 若干名 保育士資格と幼稚園教諭免許の両方（平成 31年３月末までに取得見込みの人を含
む）を有し、平成３年４月２日以降に生まれた人

保健師 １人 保健師免許（平成31年３月末までに取得見込みの人を含む）を有し、昭和62年４月
２日以降に生まれた人

花き研究技師 １人 大学院卒業以上（平成31年３月末までに卒業見込みの人を含む）で、昭和62年４月
２日以降に生まれ、りんどうの品種開発研究に必要な知識を有する人

が
必
要
で
す
。

【
納
付
が
困
難
な
人
は
ご
相
談
を
】

　
災
害
や
疾
病
、
失
業
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
分
割
納
付
や

減
免
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

▼
国
保
の
資
格　

市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
・
内
線
１
０
６
９
～
１
０
７
３
）

▼
国
保
の
税
額　

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
７
）

▼
国
保
税
の
納
付
相
談　
税
務
課
収
納
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
８
～
１
１
３
０
）

表＿国保税の税額

区分
医療給
付費分

後期高齢者
支援金等分

介護納
付金分

加入者全員 40～64歳
A 所得割（前年の所得に応じて計算） 7.00％ 2.30％ 1.80％
B 資産割（固定資産税に応じて計算） 26.00％ 5.00％ 7.00％
C 均等割（加入者１人当たりの額） 20,000円 7,000円 7,700円
D 平等割（１世帯当たりの額） 26,000円 6,500円 7,000円
課税限度額 58万円 19万円 16万円

【計算方法】国保税（年額）＝医療給付費分（A+B+C+D）+後期高齢者
支援金等分（A+B+C+D）+介護納付金分（A+B+C+D）

結婚相談会や婚活イベントで結婚を希望する人を応援します

　市は、真剣に結婚を望む人を応援するため、無
料の「結婚相談会」および婚活イベント「第2７回は
ちまんたいHAPPYカップリング（八幡平縁結び
バスツアー）」を開催します。
◇無料の結婚相談会
■日時　６月25日㈪❶午前９時から❷午前10時半
から❸午後１時から❹午後２時半から
■場所　五日市コミュニティセンター
■対象者　独身者、独身者の親・親類など（友人
同士の参加も可）
■アドバイザー　

（一社）日本結婚支援協会 代表理事 田口智之氏
全国ブライダル連盟 北東北統括責任者 早坂京子氏
■申込期限　６月21日㈭
■申し込み方法　申込用紙
に必要事項を記入の上、地
域福祉課に提出してくださ
い。申込用紙は、ホームペー
ジからダウンロードするこ
とができます。

◇第27回はちまんたいHAPPYカップリング（八幡
平縁結びバスツアー）
■日時　７月29日㈰
■内容　八幡平市内（不動の滝、安比高原など）バ
スツアー
■要件　
▶男性　市に在住または勤務、もしくは市出身者
で今後、市に居住を希望している人で満20歳から
満35歳までの独身
▶女性　満20歳以上の独身（居住地制限なし）
■募集人数　男女各12名程度　※申し込み多数の
場合や男女比の差が大きい場合は、キャンセル待
ちとなります。
■費用　男女ともに2000円
■申込期限　７月1７日㈫午後５時
■申し込み方法　トラベル・リンク㈱ホームペー
ジの「お申し込みフォーム」から直接お申し込みく
ださい。
■問い合わせ先（共通）　地域福祉課福祉総務係

（☎・内線1114）

　
J
Ｒ
花
輪
線
の
減
便
に
よ
る
空
白
時
間

帯
解
消
を
目
的
に
、
６
月
ま
で
試
験
運
行

し
て
い
る
幹
線
バ
ス
の
運
行
期
間
を
来
年

３
月
末
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

■
運
行
日　
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

※
た
だ
し
、
11
月
23
日
㈮
と
１
月
１
日
㈫

の
祝
日
は
運
休
し
ま
す
。

■
運
賃　
運
行
路
線
を「
西
根
・
松
尾
」「
荒

沢
」「
田
山
」の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
、

次
の
よ
う
に
算
定
し
ま
す
。

▼
同
一
エ
リ
ア
内
乗
降
は
１
０
０
円
▼
２

つ
の
エ
リ
ア
を
渡
る
乗
降
は
３
０
０
円
▼

３
つ
の
エ
リ
ア
を
渡
る
乗
降
は
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
地
域
振

興
係（
☎・
内
線
１
１
５
１
）

幹
線
バ
ス
の
運
行
期
間
を

来
年
３
月
末
日
ま
で
延
長

　

岩
手
山
の
一
年
の
安
全
祈
願
と
滝
沢

市
、
雫
石
町
と
の
友
情
交
流
を
目
的
と
し

て
、
７
月
１
日
に
三
市
町
合
同
で
岩
手
山

山
開
き
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
山
開
き
式
・
神
事

■
日
時　
７
月
１
日
㈰
午
前
６
時
か
ら

■
場
所　
焼
走
り
登
山
口

◇
山
頂
交
歓
会

■
日
時　
正
午
頃
か
ら

■
場
所　
岩
手
山
山
頂

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
自
然
公

園
係（
☎
・
内
線
１
３
１
２
）

岩
手
山
山
開
き
を
開
催
し
ま
す

運行ダイヤ
エリア バス停 上り 下り

田山
兄畑駅前 9：00 13：33
（省略） ⬇ ⬆
みなくる前 9：20 13：13

荒沢
戸沢直売所 9：24 13：09
（省略） ⬇ ⬆

民宿たちばな前 9：48 12：45

西根
・
松尾

松尾八幡平駅前 10：01 12：32
（省略） ⬇ ⬆
西根病院 10：18 12：15

　
市
は
、
左
記
の
日
程
で
消
防
演
習
を
行

い
ま
す
。
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

助
訓
練
や
空
高
く
掲
げ
ら
れ
た
バ
ル
ー
ン

を
標
的
に
、
迫
力
の
あ
る
一
斉
放
水
訓
練

な
ど
を
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
24
日
㈰
午
前
７
時
40
分
か

ら
正
午
ま
で

■
場
所　
松
尾
総
合
運
動
公
園
多
目
的
運

動
場

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
消
防
防

災
係（
☎
・
内
線
１
２
６
６
）

市
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE
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No 講座名【所要時間】　※NEWは新規メニュー 担当課など 電話番号
または内線

１ 八幡平市のこれからの10年を考える【60分】 企画財政課 1211
２ 人口減少問題とこれからの地域づくり【60分】 企画財政課 1207
３ みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【60分】 企画財政課 1209
４ 八幡平市の財布【20分】 企画財政課 1205
５ 地熱が支える農（みのり）と輝（ひかり）【60分】 企画財政課 1209
6 「生涯活躍のまち」実現に向けて【60分】 企画財政課 1207
７ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～大学との連携編～【60分】NEW 企画財政課 1210
８ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～関係人口編～【60分】NEW 企画財政課 1207
9 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～総集編～【90分】NEW 企画財政課 1207
10 防災講座【30分～60分】 防災安全課 1264
11 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【40分】NEW 地域振興課 1150
12 八幡平市の公共交通政策について【60分】 地域振興課 1151
13 みんなが進める男女共同参画【60分～90分】 地域振興課 1141
14 体験！！ニュースポーツ教室【60分～120分】 地域振興課 1147
15 トレーニングルームを活用しよう！【30分】 市体育協会 70-1600

16 水中ウオーキング教室 (プール営業時)・
ノルディックウオーキング教室・スノーウオーキング教室【60分～120分】 市体育協会 70-1600

17 姿勢エクササイズ・ストレッチ運動教室【60分】NEW 市体育協会 70-1600
18 八幡平市の観光【45分～60分】 商工観光課 1313
19 ごみを減らそう！分別しよう！【30分～60分】 市民課 1060
20 国民健康保険の仕組み【30分～60分】NEW 市民課 1060
21 後期高齢者医療の仕組み【30分～60分】NEW 市民課 1060
22 知っておきたい悪質商法～騙

だ ま

されないために、騙されたら～【30分～60分】 市民課 1067
23 自分のからだをチェックしよう【30分～60分】 健康福祉課 1081
24 あなたの地区の健康問題ご存知ですか？【60分～90分】 健康福祉課 1081
25 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【60分～90分】 健康福祉課 1081
26 高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種について【30分～60分】 健康福祉課 1081
27 おじいちゃん、おばあちゃん出番です！～孫の歯を立派に育てましょう～【60分～90分】 健康福祉課 1081
28 認知症について【60分】 健康福祉課 1091
29 障がい福祉について【30分～60分】 地域福祉課 1108
30 子育て支援について【30分～60分】 地域福祉課 1106

新規メニューを用意した30年度まちづくり出前講座をご利用ください

　市は、日頃行っている業務を地域の皆さんに知っ
ていただくため、まちづくり出前講座を開講してい
ます。市政全般をはじめ、健康に関することなど、
幅広いメニューを用意していますので、ぜひご利
用ください。
■申し込み方法　出前講座は、市内に在住、通勤
または通学しているおおむね10人以上の団体であ
れば申し込みできます。講座一覧表の中から希望
の講座を選び、仮予約をした後、会場を決め、受

講希望日の２週間前までに申込書を提出してくだ
さい。その後、日程などを調整します。
■その他　❶出前講座の開催時間は２時間以内
で、開催場所は原則、市内に限ります。❷材料費
などが必要な場合は、受講者負担となります。❸
一覧表にないメニューについては、地域振興課に
お問い合わせください。
■問い合わせ先　地域振興課生涯学習係（☎・内
線1143）

　

市
教
育
振
興
運
動
推
進
協
議
会
で
は

「
三
行
詩
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
素
敵
な
姿
、
親
子
の
日

常
の
会
話
、
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
出
来
事

を
３
行
程
度
の
短
文
に
、
思
っ
た
ま
ま
、

感
じ
た
ま
ま
に
書
き
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
区
分　
八
幡
平
市
内
の
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
、
市
民
一
般

■
応
募
方
法　
❶
各
実
践
区
事
務
局（
各

小
学
校
）❷
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

❸
教
育
総
務
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
、
氏
名
、
年
齢（
学
年
）、
実
践
区
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
三
行
詩（
短
文
）な
ど

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
❶
か
ら
❸
の
い

ず
れ
か
の
窓
口
に
応
募
く
だ
さ
い
。　

※
応
募
用
紙
は
１
作
品
に
つ
き
１
枚
と
し

ま
す
。

■
応
募
期
限　
９
月
28
日
㈮

■
表
彰　
入
選
作
品
は
、市
教
育
振
興
運

動
推
進
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
文
化
財

係（
☎
・
内
線
１
３
６
７
）

三
行
詩
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
市
は「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
in
I
W
A

T
E
２
０
１
８
」（
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
主

催
）へ
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、参
加
申
し
込
み
後
は
事
前
協
議

を
設
け
、注
意
事
項
の
説
明
や
、ど
の
よ
う

な
内
容
で
制
作
を
検
討
し
て
い
る
の
か
聞

き
取
り
を
行
い
ま
す
。

■
内
容　
市
の
魅
力
を
表
現
し
た
15
秒
の

Ｃ
Ｍ
で
、テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
が
、未
発

表
の
作
品

■
参
加
の
流
れ　
❶
参
加
申
込
書
の
提
出 

⇒ 

❷
事
前
協
議 

⇒ 

❸
作
品
提
出 

⇒ 

❹

市
の
代
表
作
品
選
考
会 

⇒ 

❺
番
組
収
録

に
出
場

■
参
加
申
込
期
限　
６
月
29
日
㈮

■
事
前
協
議
日
時　
７
月
10
日
㈫
か
ら
13

日
㈮
の
間
で
調
整

■
作
品
提
出
期
限　
９
月
21
日
㈮

■
規
格　
H
Ｄ（
16
：
９
）を
基
本
と
し
、

Ｄ
V
Ｄ
ま
た
は
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク

■
番
組
収
録
日
時　
11
月
25
日
㈰
午
後
１

時
か
ら
５
時
ま
で

■
番
組
収
録
場
所　
ア
イ
ー
ナ

■
賞
品　
作
品
提
出
者
へ
市
共
通
商
品
券

（
番
組
で
入
賞
す
る
と
、最
大
で
２
万
円

分
）を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
広
報
広

聴
係
（
☎
・
内
線
１
２
０
１
）

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
で

市
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

狩猟免許を取得しませんか？　狩猟免許新規取得経費の一部を補助します

　市は、平成30年度に狩猟免許を新規取得し
た際の経費の一部を補助します。
■対象者　次の要件を全て満たす人
①市内に住所を有する人②狩猟免許を新たに
取得した人③狩猟免許取得後、市猟友会に入
会し、かつ市鳥獣被害対策実施隊に入隊する
人④市税の滞納が無い人
■補助対象　❶第１種銃猟免許❷わな猟免許
■対象経費　受験料、申請手数料、医師の診
断書料、教習実費など
■補助額　経費合計額の２分の１まで。ただ
し、上限額は❶が５万円、❷が１万円
■申請期間　補助対象経費が生じた日の属す
る年度の末日まで
■必要書類　①取得した狩猟免許の写し②経
費に係る領収書などの写し③猟友会に入会し
たことを証明する書面④市鳥獣被害対策実施
隊入隊の誓約書
■問い合わせ先　農林課林業係（☎・内線
1338）

30年度狩猟免許試験について
■日時、場所など
日付 時間 場所 申請期間

７月15日
㈰

午前9時
から午後
５時まで

岩手大学
学生センター
（盛岡市）

５月28日㈪から
6月29日㈮まで

9月9日
㈰

釜石地区
合同庁舎
（釜石市）

７月23日㈪から
８月24日㈮まで

12月9日
㈰

県消防学校
（矢巾町）

10月22日㈪から
11月22日㈭まで

■予備講習会　試験前に無料の予備講習会（７月１日㈰、８
月26日㈰、11月18日㈰）を実施しています。申し込みなど
は、（公社）県猟友会（☎019-622-2358）まで
■試験内容　❶知識試験❷適正試験❸技能試験
■受験手数料　１件5200円（県収入証紙で納付）
■提出書類　▶狩猟免許申請書▶受験票▶本人確認書類の
写し▶返信用封筒および切手（狩猟免状の郵送を希望する
人のみ）▶医師の診断書
■申し込み・問い合わせ先　盛岡広域振興局保健福祉環境
部（☎019-629-6563）
※県や県猟友会のウェブページで、試験や予備講習会につ
いての詳細を確認することができます。

昨年、協議会長賞を
受賞した伊藤壮太君
（当時寺田小１年）

市役所からのHOT LINE
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday 休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
森整形外科（☎76-2318） 長橋医院（☎23-7612）
西根病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
平舘クリニック（☎74-3120） 笹村整形外科（☎30-0035）
東八幡平病院（☎78-2511） 福永医院（☎35-3117）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
あさひ薬局（☎75-2227） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） 村木薬局（☎22-0372）※日曜開局
白樺薬局（☎74-3363） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
柏台薬局（☎71-1001） 日本調剤薬局（☎30-1193）
さいとう薬局（☎72-2130） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
大更調剤薬局（☎70-1320）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学付属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-635-1305
もりおかこども病院（こども） 019-662-5656
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。

６月25日〜７月22日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

７月10日㈫
13：00～16：00 市役所本庁舎

※西根・安代両総合支所で
も対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）くらしとお金の安心

相談会（要予約）
７月20日㈮
10：00～15：00

年金相談（要予約） ７月12日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1074 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76-3111）

血　　　液 第３水曜日　　　　　14：00～
神　　　経 第３木曜日　　　　　14：00～
糖　尿　病  毎週火曜日　　　　　午前中
循　環　器  第２・４水曜日　　　10：00～

安代診療所（☎72-3115） 外　　　科 毎週木曜日　　　　　午前中
第１・３・５水曜日　午前中

※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前確認願います。

市税納期（納期限７月３１日）　固定資産税（第２期）、国民健康保険税（第１期）市税納期（納期限７月２日）　市県民税（第１期）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■寺田コミセン＝▶幼児映画
会　10：00～10：30（寺田保育
所）▶子ども映画会　15：20～
16：00

■図書館休館日（図書整理日）
■寺田コミセン＝自然を歩こ
う　5：30～18：00（早池峰山）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学「移動学習」　7：45～
17：00（西和賀町）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・委員長報告ほか（予
定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（市役所多目
的ホール棟）
■大更コミセン＝盆踊り教室　
19：00～20：30

■図書館休館日
■田頭コミセン＝成人講座「野
山を歩く会」　7：00～18：00（種
差海岸）
■健康福祉課＝ ▶ 総 合 健 診

【 受 付 】　7：00～9：30（安代地
区体育館）▶乳児健診【受付】　
13：00～13：15（市役所多目的
ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■ 田 頭 コ ミ セ ン ＝ 曙 大 学

「グラウンド・ゴルフ交流
会、ニュースポーツ体験会」　
10：00～13：00（松尾総合運動
公園）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）
■寺田コミセン＝健康体操教
室　13：30～15：00
■大更コミセン＝盆踊り教室　
19：00～20：30

■松尾コミセン＝▶輝楽大学
「グラウンド・ゴルフ」　8：30～
12：00（松尾総合運動公園）▶移
動図書　13：00～14：45（松尾地
区内）
■寺田コミセン＝茶道教室寺
子屋　15：30～17：00
■大更コミセン＝盆踊り教室　
19：00～20：30

■健康福祉課＝ミニドック健
診【 受 付 】　7：00～9：30（安代
地区体育館）
■田頭コミセン＝▶成人講座

「コーンの花づくり」　10：00～
12：00▶成人講座「トールペイ
ント」　13：30～15：30

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00
■ 平 舘 コ ミ セ ン ＝ 映 画 会　
10：30～11：30（平舘保育園）
■健康福祉課＝▶午後から健
診【受付】　13：30～15：00（市
役所多目的ホール棟）▶夕方
健 診【 受 付 】　17：00～19：00

（市役所多目的ホール棟）

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：50（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：15（市役所多目的ホール
棟）▶１歳６カ月児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多
目的ホール棟）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学「高齢者をねらった消費
者トラブル」　10：00～12：00
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：35（田山地区）

■広報はちまんたい発行日
■体育協会＝第13回市民グラ
ウンド・ゴルフ大会　8：30～
15：00（松尾総合運動公園）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■海の日
■市役所閉庁日

■図書館休館日
■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■寺田コミセン＝健康体操教
室　13：30～15：00

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）
■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■図書館＝▶読書マラソン開
始　※12月27日まで▶夏の映
画会　19：30～20：30▶当番医（市内）東八幡平病

院・（鹿角）福永医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局、さいとう
薬局・（鹿角）黒沢薬局

9	

16	

6/25	 26	 27	 29	

2	 4	 5	 6	

10	 11	 12	 13	

17	 18	 19	 20	

3	

28	 小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（柏台小）

■市役所閉庁日
■商工観光課＝岩手山山開き

（神事は6：00から焼走り登山
口）
■寺田コミセン＝寺田地区
グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 大 会　
8：30～12：00（ 七 時 雨 体 験 観
光施設GG場）

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）長橋医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝ミニドック健
診【 受 付 】　7：00～9：30（安代
地区体育館）
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30
■大更コミセン＝仮装盆踊り
大会【受付】　18：30（フーガの
広場）

■市役所閉庁日
■寺田コミセン＝寺田地区ソ
フトボール大会　8：00～12：00

（寺田小グラウンド）
■地域振興課＝第27回岩手
山焼走りマラソン全国大会　
9：00開始（岩手山焼走り国際
交流村）
■ 図 書 館 ＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）日本調剤薬
局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■田頭コミセン＝田頭地区体
育祭　8：30～15：00（市総合運
動公園）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）笹村整形外科▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬
局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）花輪調剤薬局

30	 7/1	

7	 8	

14	 15	

21	 22

献血の時間と場所に変更があります
広報はちまんたい５月10日号（№275）の12㌻『暮らしの情報カレンダー』で6月17 日
㈰の献血が「15：00～17：00（かんぶん八幡平店）」から「15：00～16：30（マックスバリュ
西根店）」に変更になりましたのでお知らせします。
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消防法の規定に基づく 
消防設備士試験を実施

　(一財)消防試験研究センターで
は、消防設備士試験を実施します。
■試験日　８月25日㈯
■試験会場　建設研修センター

（盛岡市）ほか
■申請受付期間　▶電子申請　６
月22日㈮から29日㈮午後５時まで
▶書面申請　６月25日㈪から７月
２日㈪まで (消印有効)
■問い合わせ先　同研究センター
岩手県支部（☎019-654-７006）

夏休みに富士登山を体験 
青少年国際交流キャンプ

　（公財）国際青少年研修協会で
は「第39回青少年国際交流キャン
プ」の参加者を募集します。全国か
ら集まる小学３年生から中学３年
生までの日本人80人、外国人20人
が、キャンプ生活や富士登山など
の野外活動で「仲間づくり」「チャ
レンジ」の大切さを学びます。
■期間　７月31日㈫から８月４
日㈯までの４泊５日

税務のスペシャリスト 
税務職員を採用します

　仙台国税局では、税務職員採用
試験(高卒程度)を実施します。
■第1次試験日　９月２日㈰
■申込期間　６月18日㈪から2７
日㈬まで
■申し込み方法　国家公務員試験
採用情報NAVIからWeb申し込み
■問い合わせ先　同局人事第二
課試験研修係（☎022-263-1111）
または人事院東北事務局（☎ 022-
221-2022）

国の平和と安全を守る 
自衛官候補生を募集中

　防衛省では、自衛官候補生を募
集しています。
■試験日　❶６月2７日㈬❷７月
８日㈰
■申請受付期限　❶６月18日㈪
❷６月29日㈮
■試験会場　陸上自衛隊岩手駐屯
地
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）

女性の資格取得を支援 
保育士養成科技術講習

　県立産業技術短期大学校では、
転職、就業を目指す女性を対象と
した保育士の国家資格取得に向け
た講習を実施します。
■講習期間　７月３日㈫から８月
９日㈭まで
■会場　北日本医療福祉専門学校
■内容　保育士に必要な知識・技
術の習得と受験対策
■定員　16人
■申込期限　６月22日㈮
■選考会　６月26日㈫
■受講料　無料　※教材費5,000円
■申し込み・問い合わせ先　同専
門学校・豊嶋（☎019-621-2106）

船で働くプロを目指して 
オープンキャンパス開催

　国立宮古海上技術短期大学校で
は、高校生や社会人（高卒以上）を
対象にオープンキャンパスを開催
します。
■開催日　６月30日㈯、７月21日
㈯、10月13日㈯
■申し込み・問い合わせ先　同校
教務課（☎ 0193-62-5316）または
同校ホームページ参照

ネットで学べる放送大学 
１０月入学生を募集します

　放送大学では、10月入学生を募
集します。
■出願期間　▶第１回　６月15
日㈮から８月31日㈮まで▶第２
回　９月１日㈯から20日㈭まで
■オープンキャンパス　▶日時　
７月13日㈮、14日㈯、15日㈰、
８月1７日㈮、18日㈯、９月１日㈯
※各日午前10時から11時半まで
▶会場　同大学岩手学習センター

（岩手大学構内）
■資料請求・問い合わせ先　同学
習センター（☎ 019-653-７414）ま
たは同校ホームページ参照

裁判所で働く事務官の 
採用試験を実施します

　最高裁判所では、裁判所職員採
用一般職試験（高卒者区分）を実施
します。
■対象官職　裁判所事務官
■第１次試験日　９月９日㈰
■受付期間　▶インターネット申
し込み　７ 月 10 日㈫から 19 日㈭
まで　▶郵送申し込み　７月10日
㈫から13日㈮まで（消印有効）
■問い合わせ先　盛岡地方裁判所
事務局総務課人事第一係（☎ 019-
622-3352）

■場所　静岡県立朝霧野外活動セ
ンター
■申込期限　７月５日㈭
■資料請求・問い合わせ先　同協
会（☎03-641７-9７21）またはホーム
ページ参照

ラグビーワールドカップ 
公式ボランティア募集中

　ラグビーワールドカップ 2019™
試合会場や関連イベント会場で活
動するボランティアを募集してい
ます。ラグビーワールドカップ
2019 日本大会ボランティアのサ
イトで応募要件、内容などを確認
の上、Webからご応募ください。
■応募期限　７月18日㈬
■問い合わせ先　ボランティアプ
ログラムコールセンター（☎03-
4405-6225）

無料の労働相談会で 
労使トラブルを解決

　県労働委員会の委員（弁護士、労
働団体役員など）が、無料労働相談
会を開催します。解雇、減給、パ
ワハラ、手当ての不当要求など労
働問題全般の相談に応じます。
■日時　６月23日㈯午後１時か
ら４時まで　※予約優先とし、当
日受付は午後３時まで
■場所　カシオペアメッセ・な
にゃーと（二戸市）
■予約・問い合わせ先　県労働委
員会事務局（☎ 0120-610-７9７）

転倒予防について 
介護教室で学ぼう

　介護老人保健施設岩鷲苑では、
転倒予防をテーマに市民を対象と
した無料介護教室を開催します。
■日時　７月６日㈮午後１時半か
ら２時半まで
■問い合わせ先　同施設（☎ ７6-
5611）

女性の権利１１０番 
無料法律相談を実施

　岩手弁護士会では、女性に関わ
る無料法律相談を実施します。Ｄ
Ｖ、ストーカー、セクハラなどの
暴力や離婚、子に関する問題など
の電話相談となります。
■日時　６月23日㈯午前10時か
ら午後 3 時まで
■当日専用電話　019-652-5811
■問い合わせ先　同会（☎ 019-
651-5095）

労働保険料の申告・納付 
期日までに行いましょう

　労働保険料の申告・納付期限は
７月10日㈫です。期日までに、最
寄りの銀行、郵便局または電子申
請（「電子政府の総合窓口」で検索）
で手続きを行ってください。
■問い合わせ先　岩手労働局労働
保険徴収室（☎ 019-604-3003）

今年も安代地区が 
花々に包まれます

　荒屋新町商店街を主会場に「あし
ろhana花フェスタ2018」が６月22
日㈮から24日㈰まで開かれます。
■お得情報　▶お花めぐりスタン
プラリーで新安比温泉静流閣の入
浴券が当たる▶へっちょこ団子の
お振る舞い▶服が花柄の人には市
の特産品をプレゼント▶協賛20
店舗のクーポンが利用可能
■問い合わせ先　同実行委員会

（☎ 0195-63-1001）

食品内容量を測定する 
モニターを募集します

　県と市は、食料品の販売に係る
計量モニターを５人募集します。
■モニター期間　７月７日㈯から
８月６日㈪までの１カ月間
■内容　自費で購入した対象商品
の内容量を測定し、日誌に記入
■説明会　▶日時　７月６日㈮午
後１時半から午後２時半まで▶場
所　市役所多目的ホール棟
■謝礼　5,000円
■申込期限　６月21日㈭
■問い合わせ先　市役所商工観光
課商工労政係（☎・内線131７）

市長杯ゴルフ大会で 
楽しく親睦深めよう

　第13回市長杯ゴルフ大会の参
加者を募集します。
■開催日　７月７日㈯
■時間　午前９時3７分開始
■場所　安比高原ゴルフクラブ
■申込期限　６月30日㈯
■問い合わせ先　安比高原ゴルフ
クラブ予約センター（☎７3-5311）

県立病院で働く職員 
採用選考試験を実施

　県医療局では、31年度職員採用
選考試験を実施します。
■第1次試験日　７月８日㈰
■申込期限　６月30日㈯
■職種・採用予定人員・受験資格
同局ホームページ参照
■問い合わせ先　同局職員課（☎
019-629-6322）
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健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1089
いきいきシルバー

日
常
的
活
動
を
生
き
が
い
に【
両
沼
老
人
ク
ラ
ブ
】ゲーゴルゲームで盛り上がる

　毎年６月は、児童手当の受給者全員が児童手当現況届
を提出する月です。
　対象となる人には、必要書類などを送付しています。
まだ書類が届いていない人は、地域福祉課へ問い合わせ
ください（公務員の人は、勤務先での手続きとなります）。
　なお、現況届の提出がない場合は、支給が停止になる
こともありますので、必ず期限内に提出してください。
■提出期限　６月29日㈮必着
■提出先　地域福祉課、西根・安代両総合支所、田山支所
■提出書類　「児童手当・特例給付現況届」…受給者全員
が提出するもの
　また、右表の各要件に該当する人は「児童手当・特
例給付現況届」と併せて必要書類を全て提出してくだ
さい。

要　　件 必　要　書　類

❶国民健康保険
以外の保険証の
場合

「受給者の健康保険証の写
し」または「年金加入証明書」

❷住民票上、児童
と住所を別にし
ている場合

「別居監護の申立書」
※　児童が八幡平市外に居
住している場合は、「児童
の世帯全員の住民票（本
籍・世帯主との続柄表示あ
り）」も必要

❸祖父母など、父
母以外の人が児
童を養育してい
る場合

「児童の生計を維持している
ことの申立書」

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1103

児童手当の現況届
忘れずに提出しましょう

⑶
合
同
交
流
会
の
開
催　
第
１
・
第

３
火
曜
日
は
、
地
元
の
サ
ロ
ン「
椿

の
会
」と
交
流
し
て
い
ま
す
。

⑷
火
曜
会
の
開
催　
第
２
・
第
４
火

曜
日
は
、
会
員
以
外
に
も
呼
び
掛

け
、
交
通
・
防
犯
・
健
康
な
ど
の
講

話
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ゴ

ル
ゲ
ー
ム
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
交

流
し
て
い
ま
す
。

　

大
更
地
区
の
両
沼
老
人
ク
ラ
ブ

（
千
葉
孝
志
会
長
、
会
員
数
55
人
）を

紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は
？

　
「
老
い
を
楽
し
み
、
少
し
で
も
世

の
た
め
に
役
立
つ
存
在
と
な
る
」「
皆

で
集
い
、
仲
間
と
楽
し
み
、
普
段
の

暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
」こ
と
で
す
。

〇
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

⑴
年
間
を
通
し
た
活
動　
児
童
生
徒

の
見
守
り
活
動
や
弁
財
天
祭
り
、
三

世
代
交
流
会
な
ど
地
域
の
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

大
学
や
七
時
雨
温
泉
に
誘
い
合
っ

て
、
参
加
し
て
い
ま
す
。

⑵
月
曜
会
の
開
催　
毎
月
第
1
月
曜

日
は
、
松
川
温
泉
で「
楽
し
み
会
」を

開
催
し
て
お
り
、
と
て
も
人
気
で
20

年
近
く
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
会
長
は「
バ
リ
バ
リ
仕
事
を

し
て
い
る
人
も
、
認
知
症
ぎ
み
の
人

も
相
互
に
尊
重
し
合
っ
て
い
る
こ
と

が
両
沼
老
人
ク
ラ
ブ
の
誇
り
で
す
。

会
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
課
題
で
す

が
、
副
会
長
や
事
務
局
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
年
間
を
通
し
た
日
常
的
活

動
を
続
け
る
こ
と
で
、
み
ん
な
の
生

き
が
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

気軽な語らいが人気の「楽しみ会」

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

項　　目 ４月 １月からの累計
人身事故 ３（０） 11（１）
物損事故 47（21） 240（168）
負 傷 者 ６（０） 13（５）
死 者 １（０） ３（０）
飲酒運転 ０（０） ０（１）
火 災 ０（２） ２（６）
救 急 111（82） 469（430）

（４月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子

田村　望
のぞみ

（繁陽・万浪／山崎）

菅野　朝
あ さ ひ

日（勇哉・京香／両沼）

◎女の子

西條　葵
あ お い

生（秀樹・裕佳／小福田）

伊藤　和
わ か な

奏（拓也・温美／東）

中村　美
み さ と

紗都（卓也・瑶子／北村）

　山口　和行　　／上野駄

　伊藤　百合香　／金沢

　伊藤　睦仁　　／高宮

　照井　舞　　　／高宮

　高橋　厚也　　／松川

　松嶋　樹璃　　／松川

遠藤　治左エ門　100歳　中村

田村　仁志　　　45歳　山後

山本　キサ　　　89歳　舘市

髙橋　勘次　　　8７歳　上平笠

髙橋　ツヤ　　　86歳　笹目

工藤　勝美　　　8７歳　下平笠

佐々木　トキ　　90歳　北村

山本　和助　　　７8歳　豊畑

渡邉　エミ　　　７6歳　舘腰

鹿野　ミツ　　　89歳　小福田

阿部　俊榮　　　83歳　田山上

八幡　リツヨ　　94歳　石名坂

中村　タツ子　　92歳　上関

米島　正　　　　65歳　仲町

工藤　久弥　　　７6歳　間羽松

田村　勇　　　　8７歳　山子沢

伊藤　眞吉　　　89歳　薬師

畠山　ナミ子　　85歳　上関

遠藤　一　　　　91歳　寺田新田

小山田　文子　　７9歳　浅沢第１

遠藤　義康　　　85歳　寺田

畠山　実　　　　66歳　駅前二区

工藤　吉雄　　　92歳　上野駄

伊藤　三太郎　　92歳　山崎

佐々木　ヨシ　　80歳　土沢

三浦　チヨミ　　91歳　日瀬通

■人口の動き【４月30日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世	帯	数
西根地区 15,826（－26） 6,326（＋４）
松尾地区 5,799（±０） 2,374（＋８）
安代地区 4,464（＋６） 1,871（＋12）
合　　計 26,089（－20） 10,571（＋24）
男　　性 12,600（－６）
女　　性 13,489（－14）

出生 ５ 死亡 33
転入 83 転出 75

健やかに

お幸せに

安らかに

（
（

（
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みんなが笑顔になる思いやりの地域を目指しましょう（29年７月28日、市福祉運動会）

人
と
人
と
が
自
然
に
支
え
合
う
ま
ち
に

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
が
一
層
進
行
し
、高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
す
る
中
、

地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
行
政
が
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
だ
け
で
は
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
だ
け

で
は
困
難
で
す
。
市
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
第
２
期
市
地
域
福
祉
計
画
の
成
果
や
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
行
政
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
住
民
相
互
の
助
け
合
い
、

支
え
合
い
を
一
体
の
も
の
と
し
て
取
り
組
む
た
め
、
平
成
30
年
３
月
に
第
３
期
計
画（
計
画
期
間

は
30
年
度
か
ら
５
年
間
）を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む

　
本
市
の
人
口
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
町
村

合
併
以
前
の
平
成
12
年
か
ら
2７
年

ま
で
の
市
の
年
齢
３
区
分
別
総
人

口
と
、
そ
の
割
合
は
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　
表
か
ら
は
、
総
人
口
が
年
々
減

少
し
、
年
少
人
口
割
合（
15
歳
未

満
の
人
口
の
割
合
）も
低
下
す
る

一
方
、
高
齢
者
人
口
割
合（
65
歳

以
上
の
人
口
の
割
合
）が
高
く
な

り
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
表
内
に
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
１
世
帯
当
た
り
の
人
数
も
減

少
を
続
け
、
12
年
の
３
・
３
人
か

ら
2７
年
に
は
２
・
８
人
と
な
り
、

核
家
族
化
も
一
層
進
ん
で
い
ま
す
。

■ 

課
題
を
踏
ま
え
て
計
画
を
推
進

　

第
２
期
計
画
で
は「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」「
地
域
で
共
に
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り
」「
思
い
や
り
の
心
で

楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
３
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
会

な
ど
を
基
に
福
祉
施
策
の
展
開
の

評
価
・
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ

「
人
口
減
少
と
高
齢
化
」「
近
所
付

き
合
い
や
地
域
活
動
」「
地
域
で
の

避
難
支
援
」「
福
祉
・
保
健
に
関
す

る
情
報
提
供
」「
生
活
環
境
な
ど
の

整
備
」に
つ
い
て
、
多
く
の
人
が

課
題
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
第
３
期
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
踏
ま
え
、
一
人
一
人
が
思
い

や
り
を
持
ち
、
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
進

め
て
い
き
ま
す
。

■ 

基
本
理
念
と
基
本
目
標

　

計
画
は『
人
と
人
と
が
自
然
に

支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り　
―
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
る
思
い
や
り
の
地

域
を
目
指
し
て
―
』を
基
本
理
念

と
し
、
基
本
目
標
は
、
次
の
３
つ

で
す
。

❶
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
体
制
づ
く
り

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
必

要
な
支
援
が
適
切
に
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
が
重
要

で
す
。
高
齢
・
障
が
い
・
児
童
な

ど
の
分
野
を
超
え
た
包
括
的
な
支

援
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
目
指
し
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

❷
地
域
で
共
に
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
基
本
は
地

域
に
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
で
の
人
々
の
つ
な
が
り

や
支
え
合
い
が
重
要
で
す
。
一
人

一
人
が
共
に
支
え
合
い
、
住
み
慣

れ
た
環
境
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
地
域
社
会
の
実
現
の

た
め
、
地
域
や
関
係
機
関
・
団
体

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
身
近
な
地
域
で
の
支
え
合
い

の
活
動
を
、
地
域
住
民
が
主
体
的

に
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
に
関
心
を
持

ち
、
福
祉
に
関
す
る
知
識
や
理
解

を
深
め
る
人
が
増
え
て
い
く
よ
う

な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❸
思
い
や
り
の
心
で
楽
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
お
互
い
を
尊
重
し
思
い
や
る

心
が
必
要
で
す
。
地
域
行
事
や
世

代
間
交
流
事
業
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
図

ら
れ
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
継

承
と
併
せ
て
、
お
互
い
を
思
い
や

る
心
が
育
ま
れ
る
よ
う
に
、
世
代

間
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

■ 

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く

聴
く
た
め
、
29
年
３
月
に
市
民

３
０
０
０
人
を
対
象
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
１
４
６
７
人

か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

29
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
意

見
交
換
会
を
開
催
。
そ
の
ほ
か
、

30
年
２
月
に
計
画
の
原
案
に
対
し

て
意
見
を
聴
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
行
い
、
頂
い
た
意
見
を
基

に
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冊
子
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
地

域
福
祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内

線
１
１
１
３
）ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

表　市の年齢３区分別総人口と割合の推移

第
３
期
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

住みよい地域社会を実現していく上で問題となること
は何だとお考えですか（１人３つまで回答）

出典：地域福祉計画資料編　アンケート調査結果から抜粋

回答者総数：1,467人

出典：平成12・17・22・27年は「国勢調査」、23年～26年は「県保健福祉年報」
※人口の合計には、年齢不詳の人数を含みます
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皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

親子で楽しんだ図書館まつり

子ども図書館まつりを開催
　５月６日、子ども読書
週間に合わせて子ども
読書まつりを開催しま
した。
　当日は親子連れなど約
20人が参加。盛岡市の読
み聞かせボランティア・

㍍以上もある大型紙芝居
「十二支のおはなし」や、
動物や登場人物などのパ
ネルを動かしながらお話
しするパネルシアター

「わたし」などが披露さ
れ、来場者を楽しませま
した。

二人がかりでめくる大型
紙芝居「十二支のおはなし」

　お話会の後、事前に預
けていたぬいぐるみが図
書館で過ごしたように表
現する企画「ぬいぐるみ
お泊り会」の返却会も開
催。図書館で楽しく過ご
した様子を撮影した写真
と、お薦めの本を添えて
子どもたちに返却しまし
た。子どもたちは、久しぶりに帰ってきたぬいぐる
みをうれしそうに抱きかかえながら、親や友達とお
泊り会の様子を想像して語り合っていました。

グループ「からまつ文庫」によるお話会では、幅が１

パネルシアター「わたし」

◆読書マラソン参加者募集
　読書マラソンの参加者を７月１日㈰から随時受
け付けします。年齢を問わず、誰でも参加できま
すので、優勝目指してチャレンジしてみませんか。
■期間　７月20日㈮から12月2７日㈭まで

図
書
館
で
過
ご
し
た
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

Vol.49

八
幡
平
に
来
て
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
こ
こ
で
の
暮
ら

し
を
す
っ
か
り
満
喫
し
て
お
り
、

東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
遠

い
記
憶
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
最
終
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、

八
幡
平
の
食
に
関
わ
る
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
浅
沢
第
１
の
佐
藤

ひ
と
み
さ
ん
の
お
宅
に
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き「
豆
し
と

ぎ
」作
り
を
体
験
。
青
大
豆
を
ゆ

で
て
、つ
ぶ
し
た
も
の
に
米
粉
と

砂
糖
を
入
れ
、よ
く
こ
ね
合
わ
せ

る
と
い
う
簡
単
な
レ
シ
ピ
な
が

ら
、生
の
米
粉
で
作
る
お
菓
子
と

い
う
こ
と
で
、味
の
想
像
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

餅
や
豆
し
と
ぎ
の
原
型
と
も

い
え
る「
し
と
ぎ
」と
は
、

水
に
浸
し
て
柔
ら
か
く
し
た
生

今月の担当
玉木 陽子 さん

の
米
を
つ
い
て
粉
に
し
、そ
れ
を

水
で
こ
ね
て
丸
め
た
食
べ
物
の

こ
と
で
、平
安
時
代
に
は
神し
ん
せ
ん饌
と

し
て
供
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
豆
し
と
ぎ
の
由
来
を
聞
き
、

感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。口
に
入
れ
る
と
ミ
ル
ク
感
が

広
が
り
ま
す
。初
め
て
食
べ
た
の

に
と
て
も
懐
か
し
い
味
。和
菓
子

の
よ
う
な
洋
菓
子
の
よ
う
な
不

思
議
な
味
で
し
た
。

岩
手
で
は
昔
か
ら
食
べ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、洋
菓

子
を
勉
強
し
て
き
た
私
に
と
っ

て
は
新
し
い
食
材
の
米
粉
。
今

後
の
お
菓
子
作
り
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
、
楽
し
い
想
像
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

佐藤さん（右）から豆しとぎの
作り方を教わる様子

岩手大学合唱団がやってきます

いています。

　紫
し こ ん ぞ め

紺染ストラップ付
き特製キーホルダー作
り体験では、平舘高の生
徒７人が講師となって
作り方を教え、参加者は
真剣な表情で制作して
いました。

　６月22日㈮から24日㈰の３日間、あしろhana花フ
ェスタ2018（市商工会主催）が開かれます【関連16
㌻】。イベントの期間中、博物館では押し花のしおり
を先着50人にプレゼントします。
　24日は、博物館のエントランスで岩手大学合唱団
のコンサートを開催します。初夏の花と美しいハー
モニーをお楽しみください。
■演奏時間　午前11時から40分程度
■演奏曲目　❶岩手大学学生歌❷川の流れのように
❸赤いスイートピー　ほか
◆岩手大学合唱団はどんな活動をしているの？
　佐々木正利氏を常任指揮者に迎え、毎年冬季に定
期演奏会を開催。今年で65回を数えます。
　また、サマーコンサートや県内各地の小中学校、
福祉施設へ訪問するなど、積極的に演奏会を開催し
ています。

　合唱組曲、宗教合唱曲、
合唱アレンジされたポッ
プスやミュージカルな
ど、さまざまな形式の音
楽に取り組み、幅広い世
代が楽しめる演奏会を開

あしろhana花フェスタに合わせたイベント

春の博物館まつりを開催

　博物館は５月26日、春の博物館まつりを開催しま
した。まつりでは、時代衣装試着体験などを実施。

Vol.18

いながら、勝つ喜びも忘れない野球ができるチー
ムを目指しています。
◎活動して感じる効果は？
　野球を通じて学年や性別を超えた友情の輪を広
げ、地域や家族の支えを知ることで感謝の気持ち
を育てることができます。
　また、あいさつや整理整頓、道具を大切に使う
こと、家の手伝いなど、当たり前だけど大切な規
律や習慣を身に付けることにつながっています。
◎今後の目標は？　
　今年は「県大会出場！県大会１勝！」を目標に掲
げ、６年生を中心に一丸となって活動します。
◎活動日・場所　
　毎週火・水・金曜日は田山グラウンドで練習、
土・日曜日は大会参加や練習試合をしています。木
曜日は田山スポ少総合運動部の活動に参加し、ＳＡ
Ｑ・ＣＯＴ（※）・体幹トレーニングをしています。
■問い合わせ先　部長・杉本誠（☎090-2７90-2７05）、
監督・山本大輔（☎080-5228-７023）

田山スポーツ少年団野球部

◎結成何年目ですか？
　平成28年４月に結成し、今年で３年目。田山地
域は冬季スポーツが盛んですが「夏場に活動する
団体競技で地域を盛り上げたい」と誕生しました。
設立当初は道具をそろえるのにも大変苦労し、地
元などの24の会社や商店、農家の皆さまから協賛

メンバー16人（５月14日現在）
代表者：GM・川又 守＝苗石田＝

高円宮賜杯市予選大会

いただきスタートすることが
できました。
◎活動の内容は？
　「元気よく！感謝と笑顔
で！」をモットーに、田山小の
16人が楽しく、真剣に練習や
試合に取り組んでいます。基
礎的運動能力（投げる、捕る、
打つ、走るなど）の向上はもち
ろんですが、全員が協力し合

（※）ＳＡＱ：スピード・アジリティ・クイックネストレーニング、ＣＯＴ：コーディネーショントレーニング

周りの人の支えに感謝
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皆さんからの情報をお寄せください。
☎・内線１２0２まで。

現
地
産
リ
ン
ド
ウ「
安
代
の
輝
き
」の
初
出
荷
を
祝
う

　市がみずほ情報総研などと試験栽培したリンドウ
の初出荷式は５月14日、ルワンダ共和国の日本大使
館で行われました。田村正彦市長、宮下孝之特命全
権大使やマケシマナ農業動物資源相など約50人が出
席。欧州への輸出戦略の第一歩を踏み出しました。
　翌15日には、ホストタウン覚書調印式を首都キガ
リのスポーツ文化省で挙行し、田村市長とルワンダ
五輪組織委員会のムニャバギシャ会長が、東京五輪
の事前合宿や相互交流に関する覚書に調印しました。

ルワンダとの交流加速
リンドウ初出荷式・ホストタウン調印式

覚書を締結し握手を交わす田村市長とムニャバギシャ会長

広大な草原に牛放たれる
市営牧野で放牧開始

　市営牧野での放牧は５月９日、上坊牧野が今シー
ズンの先陣を切って開始しました。
　予防接種などを済ませて牧野へ放たれた256頭の
乳牛は、のんびりと草をはんだり、山並みを背に思
い思いに駆け回ったりしていました。
　５月16日から25日にかけては、市営の七時雨牧野
と長久保牧野で日本短角種や黒毛和種の放牧が始ま
り、延べ７03頭の牛たちは、11月ごろまで牧野で過ご
します。うれしそうに牧野を跳ね回る牛たち

ふるさとの発展を願い、都内のホテ
ルで204人が三本締め（５月27日、第
12回八幡平ふるさと会）

インバウンド効果も加わり、にぎわ
いの中で記念写真を撮る外国人旅
行客（５月３日、不動の滝まつり）

患者さんに声を掛けながら手洗い
体験をする西根中の生徒（５月10
日、西根病院「ふれあい看護体験」）

　
６
月
に
入
り
、
雨
の
日
が
多
い
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
降
雨
の
状
況
に
よ
っ
て
は

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
気
象
庁（
台
）で
は
大
雨
警
報
、
洪
水

警
報
、
暴
風
警
報
な
ど
の
気
象
警
報
を
発

表
し
、
防
災
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
大
雨
警
報　
大
雨
に
よ
る
重
大
な
土
砂

災
害
や
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
特
に
警
戒
す

べ
き
事
項
が
表
示
さ
れ「
大
雨
警
報（
土
砂

災
害
）」ま
た
は「
大
雨
警
報（
浸
水
害
）」と

発
表
さ
れ
ま
す
。
雨
が
止
ん
で
も
重
大
な

土
砂
災
害
な
ど
の
恐
れ
が
残
っ
て
い
る
場

合
は
、
警
報
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
洪
水
警
報　
大
雨
に
よ
っ
て
下
流
で
生

じ
る
増
水
や
氾
濫
に
よ
り
重
大
な
洪
水
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
予
想
し
た
時

に
発
表
さ
れ
ま
す
。

■
暴
風
警
報　
暴
風
に
よ
り
重
大
な
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
予
想
し
た
時

に
発
表
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
警
報　
予
想
さ
れ
る
現
象
が
特
に

異
常
で
あ
る
た
め
、
重
大
な
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
時
に

発
表
さ
れ
ま
す
。
台
風
や
台
風
と
同
程
度

の
温
帯
低
気
圧
に
よ
る
集
中
豪
雨
、
数
十

年
に
一
度
の
降
雨
量
と
な
る
大
雨
や
暴
風

が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、大
雨
特
別
警
報
、

暴
風
特
別
警
報
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
特
別
警
報
を
見
聞
き
し
た

場
合
は
、
命
を
守
る
行
動
を
直
ち
に
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
の
気
象
情

報
は
、日
頃
か
ら
見
聞
き
す
る
よ
う
に
し
、

身
の
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

消防
防
災
用
資
機
材
を
各
地
域

に
配
備
し
て
い
ま
す

気
象
警
報
と
は
何
？

消 防

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1262
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1264

河
川
の
水
位
な
ど
を
知

る
に
は
？

消 防

通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
川
の
防
災
情
報
」

を
開
く
と
、
安
比
川
の
ほ
か
に
松
川
の
平

笠
小
付
近
の
水
位
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
水
位
の
情
報
以
外
に
も
、
市

内
数
か
所
の
１
時
間
当
た
り
の
降
雨
量
や

各
種
防
災
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
早
め
に
状
況
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い

う
時
は
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
平
成
28
年
12
月
に
全
戸
配
布
し

た「
防
災
マ
ッ
プ
」に
は
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
や
洪
水
災
害
を
想
定
し
た
浸
水
区

域
、
25
年
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
浸
水

区
域
な
ど
を
地
図
に
着
色
し
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
自
宅
周
辺
で
発
生
し
そ
う

な
事
象
を
事
前
に
確
認
し
、
日
頃
か
ら
防

災
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
内
に
は
、
各
消
防
団
の
分
団
ご
と
に

消
火
器
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
、
発
電
機
、
投

光
器
、
毛
布
な
ど
の
防
災
用
資
機
材
を
配

備
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団
に

管
理
を
依
頼
し
、
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に

は
避
難
所
へ
運
ん
で
使
用
で
き
る
よ
う
備

え
て
い
ま
す
。

消 防
家
庭
で
準
備
す
る
非
常
時

用
備
蓄
品
は
？

　
ご
家
庭
で
準
備
す
る
非
常
時
用
備
蓄
品

は
、
飲
料
水
、
非
常
食
品
、
燃
料
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
災
害
が
復
旧
さ
れ
る
ま
で
の

数
日
間（
最
低
３
日
間
）を
生
活
で
き
る
よ

う
に
備
え
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
ま
た
、
非
常
時
持
出
品
と
し
て
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
救
急
医
療
品
、
貴
重
品
、
懐
中

電
灯
、
火
を
通
さ
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
非

常
食
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
も
、

い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
・
点
検
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
こ
と
は「
防
災
マ
ッ
プ
」の

７
㌻
で
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

危険区域などを確認し、災害に備えましょう

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
河
川
の
水
位
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ｎ
H
Ｋ
総
合
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送（
デ
ー
タ
放
送
）で
は
、
安
比
川
の
五
日

市
橋
付
近
の
水
位
が
確
認
で
き
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
国
土
交
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

今年もクールビズ期間中は名護市と
の友好都市交流醸成のため、かりゆ
しウエアを着用（５月16日、市役所）

深緑の中で一射を競う
第47回全日本フィールドアーチェリー選手権

　フィールドアーチェリーの第4７回全日本選手権
大会兼第26回世界選手権大会選考会は５月26、2７
日の両日、いこいの村岩手で行われ、自然の地形を
生かして標的を設置したコースをゴルフのように
回って行射し、標的上の得点を競いました。
　リカーブ部門に出場した神戸大学の田内萌

も え

絵さん
は、いこいの村特設コースに「川を越えて標的が設
置された他では見られないコースもあって、楽しく
回っています」と笑顔で語ってくれました。

6月24日㈰まで開催している髙橋
憲一さんの「心に残る懐かしの原風
景展」（４月28日、フォレストアイ）

将来考える貴重な体験
田頭小学校建設業体験学習

　市建設業協同組合は４月2７日、建設業に興味・関
心を持ってもらおうと、㈱高建工業と佐藤建設㈾を
スタッフに田頭小で体験学習を開きました。
　５・６年生の22人は、ミニバックホーやローラー
の運転、光波測

そ っ き ょ ぎ

距儀で投げたボールの距離測定を行
い、機械や機器にじかに触れ、楽しく学びました。
　ミニバックホーを運転した角掛太

た い よ う

陽君（５年）は
「運転は難しかったけど、短い時間で簡単に掘れてす
ごかった」と顔をほころばせました。レバーを上手に操作し、たくさんの土を掘り上げました

外国人家族も訪れ、馬上で弓を射る侍修行にチャレンジ

地域資源を観光資源に
野駄舘公園　春のお花見会

　㈱八幡平DMO（当時は準備室）は４月21日から30日
までの土日祝日の５日間、野駄舘公園の桜と数

す き や

寄屋
造り風のお屋敷を楽しむ花見会を開催しました。
　地域資源を活用し、外国人観光客向けのプログラム
を提供できないかと、モニター事業として初開催。
Facebookで英語ページを作成したほか、チラシも配布
して参加を呼び掛けました。主催者代表の畑めい子さ
んは「地域の人が屋敷の存在を知ることで活用方法を
探り、にぎわいが生まれれば」と思いを込めました。

八幡平ねんりんピックGG親睦交
流からグラウンドゴルフ用品が寄
贈されました（５月１日、市役所）

高低差があり、距離表示がないアンマークコース

餅の重みに負けないぞ
第10回一升餅を背負って歩こう

　今回で10回目となる「一升餅を背負って歩こう
2018」は５月５日、道の駅にしねで開かれました。
　今年は１~２歳の幼児28人が参加。はんてん姿で重
さ約２㌔の一升餅を背負い、約10㍍先のゴールを目指
して赤いじゅうたんの上を歩きました。
　池間幹

かんしょう

承ちゃん（２歳）の父で沖縄県名護市からの
派遣職員の正

ま さ た け

剛さんは「幹承が朝から緊張していたの
で心配だったが、立派に歩いてくれた。自分の芯を
持って、優しい子に育ってほしい」と目を細めました。 背負った一升餅の重みに負けず堂々と歩いた幹承ちゃん

手を上げてみぎひだり
保育所（園）や幼稚園、小中学校で交通安全教室

　市内の保育所（園）や幼稚園、小中学校では、４月か
ら園児、児童生徒を対象に交通安全教室を開催し、
交通指導隊の隊員や交通安全母の会の会員らが指導
に当たりました。
　５月15日には、柏台保育所（園児30人）の所庭で交
通安全教室が開かれ、始めに「青になったら手を上げ
る」「右を見て、左を見て渡る」などの信号機の見方や
横断歩道の渡り方を学習。その後、柏台小学校まで
の道のりを実際に歩いて交通マナーを学びました。手を上げて横断歩道を渡る柏台保育所の園児たち

地域伝統の演舞を披露
浅沢神楽まつり

　浅沢神楽まつりは５月４日、浅沢神楽伝承館で開催
されました。
　まつりでは、小・中学生の児童生徒で構成する浅沢
子供神楽会、浅沢神楽保存会のほか、二戸市の駒ヶ嶺
新山神楽保存会が出演。訪れた人々は、子どもたちが
元気に舞う姿や大人の勇壮な舞を楽しんでいました。
　このほか、地元のバンド「アツーズ」の演奏や「浅沢
ばっちゃーず」が作った郷土食の販売も行われ、会場
は大いににぎわいました。浅沢子供神楽会の子どもたちが演目「虎の口」を披露

13種類の野菜の苗や種を植えなが
ら祖父母と交流を深めました（５
月29日、寺田保育所祖父母交流会）

東北電力と北岩手電工の社員9人
が国道282号西根バイパス沿いを清
掃（５月9日、平舘地内）
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体験教室参加者に地熱蒸気染色の技
法を分かりやすく教える髙橋さん（４
月２２日、地熱蒸気染め工房夢蒸染）

八
幡
平
地
熱
蒸
気
染
色
作
家

髙
橋 

一
行 
さ
ん

た
か
は
し
・
か
ず
ゆ
き
　
44
歳
＝
松
川
温
泉
＝

　昭和48年生まれ。幼少の頃から母
親の地熱蒸気染色活動を見て育つ。
父が経営する地熱染色研究所に入
社。地熱蒸気染色活動作家として活
動を始める。写真や登山、スキーが
趣味で、自然との触れ合いが作品作
りにも生かされている。

八
幡
平
の
四
季
を
地
熱
蒸
気
染
色
で
伝
え
た
い

　

八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ハ
ン
カ
チ
と
ミ
ニ

ス
カ
ー
フ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
八
幡
平
地
熱
染
色
研
究
所

の
髙
橋
一
行
さ
ん
。「
こ
の
新
商

品
で
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
母
親
の
地
熱
蒸

気
染
色
活
動
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

父
が
経
営
す
る
八
幡
平
地
熱
染
色

研
究
所
に
入
社
。
両
親
と
と
も
に

同
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
地
熱
蒸
気
を
使
っ
た
染
色
方
法

は
、
そ
の
時
の
温
泉
の
成
分
や
気

象
条
件
、
そ
し
て
人
の
手
に
よ
る

絞
り
作
業
や
染
料
を
浸
す
順
番
、

蒸
す
時
間
な
ど
に
よ
っ
て
仕
上
が

り
は
さ
ま
ざ
ま
。
染
料
の
調
合
や

生
地
に
よ
っ
て
も
色
合
い
は
変
わ

る
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は

一
点
物
と
な
り
ま
す
。「
地
熱
蒸

気
染
色
の
作
品
は
一
期
一
会
。
同

じ
物
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。
で

も
商
品
と
な
る
と
、
決
ま
っ
た
デ

▪
編
集
後
記

▽
道
の
駅
に
し
ね
で
開
催
さ
れ
た「
一
升

餅
を
背
負
っ
て
歩
こ
う
」を
取
材
し
ま
し

た
。
餅
を
背
負
っ
て
泣
き
な
が
ら
歩
く

子
や
軽
々
と
背
負
っ
て
堂
々
と
歩
く
子

な
ど
、
一
人
一
人
に
個
性
が
あ
っ
て
面

白
く
、
応
援
す
る
家
族
の
姿
は
温
か
く

て
、
見
所
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
ま
た
来
年
も
楽
し
み
で
す
。�

竜○
○

▽
西
中
男
子
駅
伝
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
、
盛
岡
市
内
一
周
継
走
優
勝
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
女
子
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
４
位
入
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
去
年
、
男
子
準
優

勝
で
１
㌻
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
見
開

き
で
選
手
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
▽
記
事
の
中
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
選
手
は
み
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

活
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
６
月
16
日
か

ら
18
日
は
地
区
中
総
体
。
本
業
で
も
皆

さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
▽

個
人
的
に
は
、
市
役
所
サ
ッ
カ
ー
部
の

ラ
イ
バ
ル（
勝
手
に
呼
ん
で
る
だ
け
で

す
が
…
）で
あ
り
、駅
伝
の
メ
ン
バ
ー

も
所
属
し
て
い
る
西
中
サ
ッ
カ
ー
部
、

応
援
し
て
ま
す
。
▽
サ
ッ
カ
ー
と
い
え

ば
、
４
年
に
１
度
の
W
杯
が
い
よ
い
よ

開
幕
。
寝
不
足
に
な
る
か
否
か
、
全
て

は
初
戦
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
戦（
６
月
19
日
）

次
第
で
す
。
頑
張
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！�

○多○
○

名護市の派遣職員、池間
正
まさたけ

剛さん（右端）とその家族

ザ
イ
ン
に
限
り
な
く
近
く
な
る
よ

う
に
染
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
染
色
の
難
し
さ
を
語
り
ま
す
。

　
多
く
の
人
に
八
幡
平
を
訪
れ
て

ほ
し
い
と
願
い「
こ
れ
ま
で
扱
っ
て

き
た
紅
葉
の
濃
い
色
彩
と
は
違
っ

た
、
桜
や
残
雪
、
新
緑
な
ど
の
春

の
淡
い
色
彩
に
も
挑
戦
し
、
八
幡

平
の
四
季
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

た
い
」と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
地
熱
蒸
気
染
め
工
房
夢む
じ
ょ
う
せ
ん

蒸
染
の

隣
り
に
は
、
両
親
が
喫
茶
・
ペ
ン

シ
ョ
ン「
ア
ル
ペ
ン
ロ
ー
ゼ
」を
営

み
、
軽
食
の
ほ
か
髙
橋
さ
ん
の
作

品
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


	276_01
	276_見開き
	276_28

